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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 626 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 19 24

％ 19 25

155

2.生活環境に対する意識 当該地区の市民意識調査のまちづくりの変化に対する指標の平均
コミュニティ施設、周辺環境の整備に伴い、住民の生活環境（緑の空間、水辺の空間、生涯
学習、バリアフリー）に対する満足度が増加する。 22 24

1.緑道通行者数 荻野川堤防道路の通行者数 荻野川周辺の公園、堤防道路等を整備することにより歩行者通行量が増加する。 141

○荻野川を始めとする豊かな自然環境を身近に親しめる施設が不足していることから、既存資源を生かした形で施設整備をする必要がある。

○みはる野団地等の大規模分譲により、新住民が増加したことから、新旧の住民を問わず、地域のコミュニティ活動を行うことができる拠点施設の整備が必要である。

○鳶尾団地等の既存団地では高齢化が進展していることから、高齢者に配慮した人優先のまちづくりが求められている。

○厚木市総合計画あつぎハートプランの基本構想において、荻野地区の地域将来像は「人と自然が調和する心豊かなまち」であり、丹沢山麗、荻野川等の恵まれた自然環境を生かした施設整備を進めるべき地区として位置付けられている。

○厚木市都市マスタープランにおいては、（仮称）厚木北インターチェンジ周辺地域を含む、北部軸の形成及び生活利便性の向上のための地域生活拠点の充実と自然環境と調和したまちづくりを進めていくとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 神奈川県 厚木市 荻野川周辺地区

計画期間 交付期間 24

大目標：自然共生による水やみどりを生かしたまちづくり
　目標１　水とみどりに親しめる施設整備
　目標２　人にやさしいまちづくりの推進

○厚木市は、相模川沿いの平野部から丹沢大山にまたがり、相模川を幹として中津川や小鮎川など大小様々な河川が枝状に市全域に広がっている。
　 市民意識調査においても本市の姿を「恵まれた自然環境のまち」、「都市と自然が共存するまち」と評価する意見が上位を占めるなど、市民もその自然環境を高く評価し、その魅力を守り、生かしていくまちづくりを望んでいる。

○荻野地区は、丹沢山麗の樹林地及び荻野川等の河川に囲まれ、豊かな自然環境に恵まれている。
　 荻野地区は、大型開発により計画的に整備された住宅地が多く、水とみどりに囲まれた住環境は郊外型ベッドタウンとして人気を集めている。
　 一方、鳶尾団地など古くからの住宅団地については高齢化が進展していることから、安全安心なまちづくりが住民からも望まれている。

○荻野川は、厚木市と清川村境の経ヶ岳付近に水源を発し、南東に流れ途中、幾つかの河川と合流して相模川へ注いでいる一級河川である。
　 延長は、約８．９kmで県内では小規模な河川であるが、流域の多くを占める荻野地区では豊かな自然環境に囲まれており、地域住民の身近な水辺環境として親しんで行きたいとの要望が強い。

○こうした地区内にある豊かな自然環境を生かしたまちづくりを進めるため、平成１９年７月に「水辺ふれあい構想」を策定し、水辺と人とのふれあいをより身近にするまちづくりの方針を定めた。
　 また、同年には「健康・交流のみちづくり実施計画」も策定しており、歩行者の視点に立ったみちづくりとして、河川堤防を歩行者空間として積極的に活用することにしている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１　水とみどりに親しめる施設整備
　・地域資源である河川堤防等を活用した歩行者空間ネットワークづくり行う。
　・豊かな湧水を活用し、多くの市民が水辺の自然を楽しめる親水広場の整備を行う。

基幹事業　【道路事業】　市道I-326・D-2号線 外
　　　　　　  【公園事業】　（仮称）広町公園

整備方針２　人にやさしいまちづくりの推進
　・歩行者等地域住民が快適に通行できる道路の整備を行う。
　・地域住民が集い、世代を問わず気軽にコミュニティ活動を推進できる拠点整備を行う。

基幹事業　【道路事業】　みはる野入口交差点、市道鳶尾幹線、市道本郷柄沢線
基幹事業　【高次都市施設】　荻野公民館
提案事業　【地域創造支援事業】　 市民サービスコーナー整備事業

○水辺ふれあい構想による憩いと活動の場の再生と創出
　・厚木市では国や県の水辺に関する諸計画及び厚木市総合計画で示された水辺の整備・利用に関する理念・方針を踏まえ、これからの本市独自の水辺利用の在り方を示す「水辺ふれあい構想」を策定した。
　・本構想の対象期間は平成19年度から平成38年度までの20年間とし、厚木市の水辺の特性を生かした事業展開を進めていくため、荻野川周辺においても、河川の有する自然環境を活用した次のような事業を検討している。
　■東谷戸川多自然川づくり事業
　　⇒地域住民が水に親しめるよう、東谷戸川を昔ながらの小川に復元する。
　■清田谷川水辺創出事業
　　⇒周辺小中学校の環境学習の場としての水辺広場を設置する。
　■みはる野調整池水路多自然化整備事業
　　⇒みはる野調整池内の水路を多自然化することにより、生物の多様性の確保及び水環境機能の向上を図る。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 歩道整備（河川管理用通路整備） 厚木市 直 9,100m 19 24 20 24 104.0 104.0 104.0 104.0

交差点改良（渋滞対策） 厚木市 直 1箇所 22 23 22 23 36.0 36.0 36.0 36.0

街路灯設置 厚木市 直 52基 20 21 20 21 16.5 16.5 16.5 16.5

舗装修繕 厚木市 直 340ｍ 22 22 22 22 9.0 9.0 9.0 9.0

公園 厚木市 直 1ha 20 21 20 21 270.0 270.0 270.0 270.0

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 厚木市 直 1棟 18 21 20 21 604.1 574.0 574.0 574.0

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,039.6 1,009.5 1,009.5 1,009.5 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
厚木市 直 1棟 18 21 20 21 604.1 30.1 30.1 30.1

0.0

0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

－ 0.0

合計 604.1 30.1 30.1 30.1 …B
合計(A+B) 1,039.6

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
厚木市 60m ○ 19 21 143.0

厚木市 50m ○ 21 24 100.0

厚木市 180m ○ 23 24 30.0

合計 273

所管省庁名

清田谷川

事業箇所名

荻野公民館

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間
細項目

清田谷川水辺創出事業

地域創造
支援事業

荻野公民館

－

－

みはる野調整池水路多自然化整備事業

全体事業費

市民サービスコーナー整備事業

（参考）事業期間

（仮称）広町公園

事業
細項目

事業主体事業箇所名

事業期間（いずれかに○）

みはる野調整池

東谷戸川

事業主体

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

事業

東谷戸川多自然川づくり事業

規模

－

－

市道鳶尾幹線

みはる野入口交差点

直／間
うち民負担分

交付期間内事業期間
規模

0.0

0.0

うち民負担分

市道本郷柄沢線

交付対象事業費 1,040 交付限度額 415 国費率 0.399

市道I-326・D-2号線　外



都市再生整備計画の区域

荻野川周辺地区（神奈川県厚木市） 面積 626 ha 区域
鳶尾一丁目、鳶尾二丁目、鳶尾三丁目、鳶尾四丁目、鳶尾五丁目、みはる野一丁目、み
はる野二丁目、まつかげ台、及川一丁目、及川二丁目、妻田西二丁目、妻田西三丁目、林
五丁目の全部と、上荻野、中荻野、下荻野、及川の一部



緑道通行者数 （人／日） 141 （19年度） → 155 （24年度）

生活環境に対する意識 （％） 22 （19年度） → 24 （25年度）

荻野川周辺地区（神奈川県厚木市）　整備方針概要図

目標

大目標：自然共生による水やみどりを生かしたまちづくり

目標1：水とみどりに親しめる施設整備による地域資源の活用

目標2：人にやさしいまちづくりの推進

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業
東谷戸川多自然づくり事業

○関連事業
みはる野調整池水路多自然化整備事業

○関連事業
清田谷川水辺創出事業

■基幹事業 道路事業
市道鳶尾幹線

■基幹事業 道路事業
市道Ｉ－326・Ｄ－2号線 外

■基幹事業 高次都市施設
荻野公民館

■提案事業 地域創造支援事業
市民サービスコーナー整備事業

■基幹事業 公園事業
（仮称）広町公園

■基幹事業 道路事業
みはる野入口交差点

■基幹事業 道路事業
市道本郷柄沢線


